
 
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2003 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 2+2 単位 年次 ２年次前期・後期 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 
チャート式 解法と演習 数学Ⅱ＋B(数研出版)，クリアー 数学Ⅱ(数研出版), 

はぎ取り式 練習ドリル 数学Ⅱ（標準編） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「課題を理解する→求められている解を予想する→解決の方法を構想する→実践する→結果や

過程を振り返り、そこから更によい解決方法を考える」といった一連の過程を念頭に、自分の考

えを表現、発表、議論する活動を行う。 

問題集を週末課題として課すので、その日に学んだ内容は早めに復習すること。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

【知識・技能】いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分に

ついて、概念を理解し、基礎的な知識の習得と数学的処理技能の習熟をめざす。 

【思考・判断・表現】いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・

積分について、数学的な思考力・判断力・表現力を身に付けることをめざす。 

【主体的に学習に取り組む態度】いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数

及び微分・積分について、事象を数学的に考察し、多面的に捉える能力、習得した知識、習熟し

た技能を的確に活用する能力を伸ばすことをめざす。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

式と証明、複素数と方程式、

図形と方程式、三角関数、指

数対数関数、微分積分にお

いて、事象を数学的に表現・

処理する仕方や推論の方法

などの技能を身につけてい

る。 

また基本的な概念、原理・法

則などを体系的に理解し、

必要な知識を身につけてい

る。 

事象を数学的に考察し表現

したり、思考の過程を振り返

り多面的・発展的に考えたり

することなどを通して、式と

証明、複素数と方程式、図形

と方程式、三角関数、指数対

数関数、微分積分における数

学的な見方や考え方を身に

つけている。 

式と証明、複素数と方程式、

図形と方程式、三角関数、指

数対数関数、微分積分に関心

をもつとともに、数学のよさ

を認識し、それらを事象の考

察に積極的に活用して数学

的論拠に基づいて判断しよ

うとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

式
と
証
明 

・３次式の展開と因数分解  

・二項定理 

・整式の割り算 

・分数式 

・恒等式 

・等式の証明 

・不等式の証明 

a: 文字式についての理解を

深め、事象の考察に活用する

ことができる。 

恒等式や方程式といったそれ

ぞれの文字式の意味を理解

し、適切に扱うことができる。 

b: 式の意味を理解した上で、

因数分解や展開などを用い適

切に式の変形を行ない、問題

を解決することができる。 

c: 等式や不等式の表す意味

を理解し、それを証明できる 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 

複
素
数
と
方
程
式 

・複素数とその計算 

・２次方程式の解 

・解と係数の関係 

・剰余の定理と因数定理 

・高次方程式 

 

a：2 次方程式をはじめ、与え

られた方程式を適切に変形し

解くことができる。 

b:方程式の表す意味を理解

し、課題に対して適切に立式

し問題を解決できる。 

c：数の拡張を通して、複素数

といった新しい概念を理解す

る。 

それぞれの定理の持つ意味を

理解し、説明できる。 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 

図
形
と
方
程
式 

・直線上の点 

・平面上の点 

・直線の方程式 

・２直線の関係 

・円の方程式 

・円と直線 

・２つの円 

・軌跡と方程式 

・不等式の表す領域 

 

a: 点や距離、傾き、切片など

の基本的な概念を理解し、数

式から直線や円の方程式を判

断できる。 

b: 与えられた条件を満たす

直線や円の方程式などを作る

ことができる。また逆に方程

式から満たすべき条件を判断

できる。 

c:軌跡などを通して、平面上

のグラフのもつ意味や、必要

条件や十分条件の違いを理解

し、適切に課題の意味を理解

できる。 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 
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後
期 

三
角
関
数 

・角の拡張 

・三角関数 

・三角関数のグラフ 

・三角関数の性質 

・三角関数の応用 

・加法定理 

・加法定理の応用 

 

a:度数法と弧度法の変換を適

切に行い、三角関数を含む方

程式を解くことができる。 

加法定理などを用いた計算を

適切に行うことができる。 

b:三角関数を含む方程式や不

等式の表す意味を理解し、グ

ラフなどで表現することがで

きる。 

加法定理などを適用できる場

面を判断できる。 

c:一般角など、三角関数に特

有の性質を理解し活用するこ

とができる。 

加法定理から様々な定理を導

出することができる。 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

・指数の拡張 

・指数関数 

・対数とその性質 

・対数関数 

・常用対数 

a:指数や対数の意味を理解

し、指数関数・対数関数を含む

方程式を解くことができる。 

b:指数関数・対数関数を含む

方程式の表す意味を理解し、

グラフなどで表現することが

できる。 

c:常用対数などの考え方を身

の回りの問題に適用し解決す

ることができる。 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 

微
分
法
と
積
分
法 

・微分係数 

・導関数とその計算 

・接線の方程式 

・関数の増減と極大・

極小 

・関数の増減・グラフ

の応用 

・不定積分 

・定積分 

・定積分と面積 

 

a:n 次関数の導関数や不定積

分、定積分を計算できる。 

接線の方程式や、高次関数の

グラフの特徴を理解してい

る。 

b:増減表などを用いて、与え

られた関数の特徴を、数式な

どを用いて適切に表現でき

る。積分と面積の関係を理解

し、２曲線間の面積を求める

ことができる。 

c:微分と積分、微分と接線の

傾き、積分と面積など、繋がり

を通して概念を理解してい

る。 

定期考査 定期考査 週末課題 

小テスト 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        


